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は
じ
め
に

　

歴
史
浅
き
こ
の
歴
史
文
化
学
科
に
中
国
の
明
代
に
出
版
さ
れ
た

古
籍
『
四
書
蒙
引
』
が
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
図
１
）。

本
稿
で
は
、
そ
の
経
緯
及
び
本
書
の
基
本
情
報
を
紹
介
し
、
併
せ

て
古
籍
の
管
理
・
運
用
の
あ
り
方
を
問
い
た
い
。

　

な
お
、
漢
文
の
漢
字
は
す
べ
て
現
代
の
通
用
字
体
に
直
し
た
。

ま
た
、
画
像
は
す
べ
て
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
歴
史
文
化
学
科
に
所
蔵
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯

　

本
章
で
は
、
元
来
、
大
東
文
化
大
学
図
書
館
の
貴
重
書
と
し
て

保
管
さ
れ
て
い
た
『
四
書
蒙
引
』
が
な
ぜ
廃
棄
処
分
さ
れ
る
こ
と

【
論 

文
】

大
東
文
化
大
学
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
蔵
『
四
書
蒙
引
』
に
つ
い
て 

　
　
　

─
併
せ
て
古
籍
の
管
理
・
運
用
の
あ
り
方
を
問
う

湯
　
城
　
吉
　
信

図１　四為斎文庫本『四書蒙引』冒頭部
（歴史文化学科蔵）

＊印は「市村理吉氏寄贈」、「郁文館藏書信」、「大東
文化大學圖書館印」（消印あり）。
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に
な
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
歴
史
文
化
学
科
に
所
蔵
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
か
の
経
緯
を
説
明
し
た
い
。

（
一
）
廃
棄
に
至
っ
た
経
緯

　

二
〇
一
九
年
度
、
大
東
文
化
大
学
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
で

貴
重
書
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
『
四
書
蒙
引
』
が
廃
棄
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
筆
者
は
図
書
委
員
会
で
同
書
が
廃
棄
リ
ス
ト
に

挙
が
っ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
、
図
書
館
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

理
由
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

・
痛
み
が
激
し
い
。（
紙
が
く
っ
つ
い
て
読
め
な
い
状
態
に
あ
る
。）

・
欠
本
が
あ
る
。

　

実
見
さ
せ
て
も
ら
っ
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
確
か
に
紙
が
く
っ

つ
い
て
読
め
な
い
状
態
に
あ
り
、
本
の
状
態
は
く
っ
つ
い
た
全
体

が
波
打
っ
て
お
り
、
し
み
も
多
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
濡
れ
た
こ

と
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、虫
食
い
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

紙
の
劣
化
（
強
度
の
低
下
）
も
そ
れ
ほ
ど
な
い
の
で
、
古
籍
の
状

態
と
し
て
そ
れ
ほ
ど
悪
い
状
態
だ
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
問
題
は

「
紙
が
く
っ
つ
い
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、

大
東
文
化
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
か
ら（
詳
細
は
第
二
章
で
述
べ
る
）

は
、貴
重
書
庫
で
管
理
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、上
記
の「
濡
れ
」

は
所
蔵
当
時
す
で
に
そ
う
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
（
所
蔵
後
作

成
さ
れ
た
帙
に
し
み
が
な
い
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
）。
こ
れ

は
、
本
書
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
が
、
大
東
文
化
大
学
図
書
館
の

蔵
書
は
全
く
見
ら
れ
ず
に
し
ま
い
込
ま
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

本
が
多
い
。
本
書
も
そ
の
一
例
と
言
え
る
。

　

た
だ
、
そ
も
そ
も
貴
重
書
と
し
て
保
管
す
る
価
値
が
あ
る
本
だ

と
す
る
と
「
状
態
の
悪
さ
」
は
廃
棄
理
由
と
は
な
ら
な
い
は
ず
で

あ
る
。
少
な
く
と
も
ま
ず
は
「
修
復
可
能
性
」
を
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
欠
本
が
あ
る
」
は
さ
ら
に
廃
棄
理
由
と
は
な
ら
な
い
。

貴
重
な
本
で
あ
れ
ば
、
十
五
冊
の
一
冊
が
欠
け
て
い
る
ぐ
ら
い
で

価
値
は
な
く
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
そ
れ
を
問
題
視
す
る
な
ら
収
蔵

当
初
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
の
だ
。
ま
た
、
第
三
章
で
説
明
す
る
よ

う
に
、
欠
本
は
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
歴
史
を
知
る
上
で
貴
重
な
情
報

で
あ
り
、
む
し
ろ
価
値
を
有
す
る
と
言
え
る
。

　

以
上
の
筆
者
の
認
識
は
図
書
館
に
も
伝
え
た
が
廃
棄
の
決
定
が

覆
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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（
二
）
歴
史
文
化
学
科
に
所
蔵
さ
れ
た
経
緯

　

廃
棄
は
あ
ま
り
に
も
忍
び
な
い
と
伝
え
た
と
こ
ろ
、
図
書
館
か

ら
「
歴
史
文
化
学
科
で
保
管
し
て
も
ら
え
ば
ど
う
か
」
と
い
う
提

案
が
あ
り
、
消
印
を
押
し
登
録
を
抹
消
し
た
『
四
書
蒙
引
』
が
歴

史
文
化
学
科
（
資
料
室
）
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
筆
者

は
、
温
度
・
湿
度
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
保
管
さ
れ
て
い

た
古
籍
が
傷
ん
だ
こ
と
を
何
度
も
目
に
し
て
き
た
の
で
、
今
回
の

移
動
が
望
ま
し
い
こ
と
だ
と
思
わ
な
い
。
た
だ
、
第
二
章
以
下
に

説
明
す
る
よ
う
に
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
公
的
機
関
で
保
管
し
そ
の

存
在
を
社
会
に
公
表
す
る
価
値
が
あ
る
も
の
な
の
で
、「
準
」
公

的
機
関
と
も
言
え
る
本
学
科
で
保
存
さ
れ
る
こ
と
は
次
善
の
策
だ

と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
本
稿
で
そ
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る

所
以
で
あ
る
。

（
三
）
歴
史
文
化
学
科
所
蔵
後
の
処
置

　

筆
者
の
意
見
で
は
、
本
書
は
準
貴
重
書
あ
た
り
に
分
類
し
て
、

閲
覧
希
望
者
が
（
少
な
く
と
も
学
内
の
教
員
は
事
前
予
約
な
ど
な

し
に
）
自
由
に
閲
覧
で
き
る
べ
き
資
料
で
あ
る（

１
（。

他
の
図
書
館
で

同
様
の
本
が
貴
重
書
と
し
て
閲
覧
に
制
限
が
か
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
な
い
（
第
三
章
参
照
）。

　

そ
こ
で
、
歴
史
文
化
学
科
に
移
動
さ
れ
て
か
ら
、
筆
者
は
素
人

仕
事
な
が
ら
修
復
を
試
み
た
。
問
題
は
上
記
の
「
紙
が
く
っ
つ
い

て
い
る
」
こ
と
だ
け
で
あ
り
、
は
が
れ
そ
う
だ
と
い
う
見
込
み
と

経
緯
か
ら
し
て
少
々
も
破
損
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
た
か
ら
で

あ
る
。

本
の
状
態

　

上
記
の
よ
う
に
、
し
み
や
波
打
ち
を
見
る
と
本
が
濡
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
紙
が
薄
く
、
印
刷

さ
れ
て
い
る
表
面
が
滑
ら
か
な
た
め
、
お
互
い
に
く
っ
つ
い
た
の

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
和
紙
ほ
ど
丈
夫
で
も
な
い
が
、

折
れ
ば
破
れ
る
竹
紙
の
よ
う
な
脆
い
紙
質
で
も
な
い
。ま
た
、く
っ

つ
い
た
た
め
（
逆
に
裏
面
は
表
面
が
荒
く
比
較
的
く
っ
つ
き
に
く

か
っ
た
た
め
）
袋
と
じ
の
折
っ
た
部
分
が
か
な
り
の
割
合
で
破
れ

て
い
た
。

筆
者
の
処
置

　

完
全
に
素
人
仕
事
だ
が
、
資
料
を
で
き
る
だ
け
無
事
に
使
え
る

状
態
に
戻
し
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
、
で
き
る
だ
け
傷
つ
け

ず
に
修
復
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
。
専
門
家
に
対
処
し
て
も
ら
え
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れ
ば
問
題
な
く
修
復
で
き
る
と
思
わ
れ
た
が
、
資
金
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
自
分
で
注
意
深
く
紙
を
は
が
し
た
。
結
果
、
一
部
破
れ

る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
き
れ
い
に
は
が
れ
た
。（
は
が
れ
に

く
い
箇
所
は
蒸
気
を
使
う
こ
と
も
考
え
た
が
危
険
性
も
感
じ
た
の

で
や
め
て
お
い
た（

２
（。）

　

上
記
の
処
置
に
よ
り
、
破
損
の
な
い
部
分
は
ほ
ぼ
読
め
る
状
態

に
な
っ
た
。
た
だ
、
今
後
、
温
度
・
湿
度
管
理
が
で
き
て
い
な
い

資
料
室
に
置
か
れ
て
、
状
態
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
が
心
配

で
あ
る
。

二
、
本
書
の
来
歴

　

本
書
に
は
「
市
村
理
吉
氏
寄
贈
」
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
本
書

が
市
村
理
吉
氏
か
ら
大
東
文
化
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、三
浦
國
雄
「
大
東
《
漢
学
》

の
一
側
面
─
市
村
理
吉
と
四
為
斎
文
庫
」（『
大
東
文
化
大
学
漢
学

会
誌
』
五
十
一
号
（
池
田
教
授
・
三
浦
教
授
退
休
記
念
号
）、
大

東
文
化
大
学
漢
学
会
、
二
〇
一
二
年
）
に
お
い
て
詳
し
く
説
明
さ

れ
て
い
る
。

　

市
村
理
吉
（
一
九
〇
八
～
一
九
九
六
）
は
、
大
東
文
化
大
学

の
卒
業
生
で
あ
る
。
母
方
の
伯
父
・
吉
田
英
厚
（
一
八
六
三
～

一
九
四
五
）
の
も
と
で
育
て
ら
れ
、
漢
学
を
授
か
り
そ
の
蔵
書
を

受
け
継
い
だ
。
吉
田
英
厚
は
崎
門
派
の
朱
子
学
者
で
、
上
総
同
学

の
人
々
と
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
。
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

一
月
三
十
一
日
、
こ
の
市
村
理
吉
の
蔵
書
が
大
東
文
化
大
学
図
書

館
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
全
六
五
三
二
冊
あ
り
、
吉
田
英
厚
氏
の

号
に
ち
な
む
四
為
斎
文
庫
を
正
式
名
称
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
大

東
文
化
大
学
図
書
館
で
は
市
村
理
吉
文
庫
と
呼
ん
で
い
る
。
三
浦

氏
は
、
日
本
思
想
、
特
に
崎
門
研
究
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
文

庫
で
あ
る
と
言
う
。

　

な
お
、
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
で
貴
重
書
登
録
さ
れ
て
い
る

『
四
為
斎
文
庫
目
録
』（
板
橋
貴
重
書
庫K

C335

（
３
（

4

）（
図
２
）
に

は
『
四
書
蒙
引
』
は
見
え
な
い
が
、
同
じ
く
貴
重
書
登
録
さ
れ
て

い
る
『
四
為
斎
文
庫
書
目
』（
板
橋
貴
重
書
庫K

C342

（
４
（

0

）（
図
３
）

に
は
『
四
書
蒙
引
』
の
名
が
見
え
る
。

　
『
四
為
斎
文
庫
目
録
』
は
、
昭
和
六
年
か
ら
七
年
に
書
か
れ
た

ら
し
く
、『
四
為
斎
文
庫
書
目
』は
昭
和
十
八
年
の
日
付
が
見
え
る
。

そ
こ
か
ら
す
る
と
、『
四
書
蒙
引
』
は
昭
和
七
年
か
ら
十
八
年
の

間
に
市
村
理
吉
が
入
手
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、『
四
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為
斎
文
庫
書
目
』
に
「
四
書
蒙
引　

蔡
虚
斎　

二
十
」
と
見
え
る

の
で
、
昭
和
十
八
年
当
時
は
二
十
巻
そ
ろ
っ
て
い
た
か
の
か
も
し

れ
な
い
。
だ
が
、
巻
数
な
の
で
末
尾
の
二
十
巻
だ
け
記
し
て
欠
本

に
は
触
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
本
書
は
現
在
の
茨

城
県
に
あ
っ
た
土
浦
藩
の
藩
校
の
郁
文
館
の
旧
蔵
書
で
あ
る
（
第

三
章
参
照
）
が
、
上
総
の
儒
者
を
通
じ
て
入
手
し
た
可
能
性
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
『
四
書
蒙
引
』
は
四
為
斎
文
庫
（
市
村
理

吉
文
庫
）
の
一
部
を
な
し
て
い
た
書
物
で
あ
り
、
文
庫
自
体
に
価

値
が
あ
る
と
す
れ
ば
簡
単
に
処
分
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
は

ず
だ
。

三
、
本
書
の
基
本
書
誌
情
報

　

本
章
で
は
、
こ
の
『
四
書
蒙
引
』
の
基
本
書
誌
情
報
を
報
告
し

た
い
。

　

本
書
は
、
明
本
の
『
四
書
蒙
引
』
で
あ
る
。
全
十
五
巻
の
中
、

五
巻
を
欠
く
が
、
本
校
に
所
蔵
さ
れ
た
後
に
作
ら
れ
た
（
欠
本
を

除
い
て
ぴ
っ
た
り
の
サ
イ
ズ
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か

る
）
三
つ
の
帙
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

図２　『四為斎文庫目録』表紙
（大東文化大学図書館蔵）

図３　『四為斎文庫書目』表紙
（大東文化大学図書館蔵）
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サ
イ
ズ
：
縦
二
五
・
五
、
横
十
三
・
四
㎝
。

装
丁
：
五
針
眼
丁
法
。（
表
紙
お
よ
び
糸
は
後
の
も
の
ら
し
い
。）

用
箋
：
四
周
単
辺
。
匡
郭
：
縦
二
十
一
・
八
㎝
、横
約
二
十
四
・
七
㎝
。

有
界
。
毎
半
葉
九
行
、
毎
行
二
十
四
字
（
本
文
は
一
字
段
下
げ
）。

版
心
：「
四
書
蒙
引
」・
魚
尾
・
巻
数
・
葉
数
。
小
口
書
き
あ
り
（「
蒙

引
」・
篇
名
・
巻
数
）。

内
題
：「
蔡
虚
斎
先
生
四
書
蒙
引
（
書
名
・
巻
数
）」「
掲
嶺
宋
兆

禴
爾
孚
重
訂　

門
人　

呉
思
穆
静
腑
甫
／
程
雲
鵬
九
万
甫
／
較
」

＊ 

欠
本
：
五
巻
（『
論
語
』
冒
頭
（
学
而
～
公
冶
長
）。
…
他
は
揃
っ

て
い
る
。）

　

表
紙
は
後
に
日
本
で
補
修
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
材
質
は
和
紙

ら
し
く
、
綴
じ
糸
も
太
い
。
ま
た
、
の
ど
あ
た
り
が
詰
ま
っ
て
お

り
見
に
く
い
。
最
初
ま
た
は
最
後
の
葉
が
表
紙
に
く
っ
つ
い
て
い

る
（
一
体
化
し
て
い
る
）
も
の
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
新
し
く
表

紙
を
つ
け
る
時
に
糊
が
浸
み
て
く
っ
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
表

紙
が
後
か
ら
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
何
よ
り
の
証
拠
は
、
内
閣

文
庫
に
あ
る
同
刊
本
の
表
紙
が
薄
い
紙
で
あ
り
、
そ
れ
が
原
表
紙

で
あ
る
と
推
測
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
表
紙
に
は
題
箋
は
貼
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
が
、
今
は
十
二

巻
に
切
れ
端
（
縦
十
七
・
六
㎝
の
題
箋
の
上
下
一
部
の
み
。
上
部

に
「
蒙
」
の
字
が
残
る
）
が
残
る
以
外
は
す
べ
て
見
え
な
い
。
四

巻
の
み
は
直
接
、「
蒙
引
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
書
き
題
箋
）。
他
、

表
紙
は
『
孟
子
』
の
み
朱
筆
で
篇
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
和
紙
で
補
修
（
裏
張
り
）
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

裏
表
紙
の
最
後
の
和
文
は
未
解
読
で
あ
る
（
課
題
）。
こ
の
表
紙

の
様
子
を
見
て
も
、
和
綴
じ
本
と
い
う
も
の
が
補
修
し
な
が
ら
保

存
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う（

５
（。

第
一
帙

　

巻
一　

大
学　

宋
序
五
葉
、自
序
五
葉
、本
文
（
大
学
）
百
葉
。　

書
き
入
れ
：
朱
点
、
藍
筆
点
、
墨
筆
書
き
入
れ
。
裏
表
紙
に
和
文

書
き
入
れ
あ
り
（
未
解
読
）。

　

巻
二　

大
学　

本
文
七
十
三
葉
。
裏
表
紙
裏
に
「
豊
之
」
と
あ

り
。
書
き
入
れ
：
朱
点
、
藍
筆
点
。

　

巻
三　

中
庸　

本
文
八
十
三
葉
。
書
き
入
れ
：
朱
点
、
藍
筆
点
。

　

巻
四　

中
庸　

本
文
百
二
十
九
葉
。
表
紙
に
「
蒙
引
」
と
題
名

あ
り
（
直
接
）。
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巻
五　

欠
本

　

巻
六　

論
語
上
巻
（
雍
也
～
郷
党
）　

百
二
十
葉
。
書
き
入
れ
：

朱
点
。

第
二
帙

　

巻
七　

論
語
下
巻
（
先
進
～
憲
問
）　

本
文
百
五
十
七
葉
。　

波
打
が
激
し
い
。
シ
ミ
が
広
が
っ
て
い
る
。
書
き
入
れ
：
朱
点
。

38b
に
朱
筆
で
「
説
得
而
甚
好
」、
39a
に
「
亦
甚
好
」
と
あ
る
。
末

尾
に
大
東
の
蔵
書
印
あ
る
も
消
印
押
し
忘
れ
。

　

巻
八　

論
語
下
巻
（
衛
霊
公
～
）
本
文
百
三
十
一
葉
？
（
最
後

の
葉
は
裏
表
紙
と
合
体
し
て
い
る
。）
書
き
入
れ
：
朱
点
、
藍
筆

点
（
最
後
の
あ
た
り
は
点
が
な
い
）。

　

巻
九　

孟
子
（
上
孟
）　

本
文
百
五
十
五
葉
。
上
部
末
尾
付
近

に
カ
ビ
の
跡
お
よ
び
水
濡
れ
の
跡
あ
り
。表
紙
右
上
に
朱
筆
で「
序

／
梁
恵
王
上
／
梁
恵
王
下
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
書
き
入
れ
：
朱

点
（
全
体
で
は
な
い
）。

　

巻
十　

孟
子
（
上
孟
）　

本
文
百
四
十
三
葉
。
表
紙
右
上
に
朱

筆
で
「
公
孫
丑
上
／
公
孫
丑
下
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
書
き
入
れ
：

朱
点
（
た
だ
し
少
な
い
）。

第
三
帙

　

巻
十
一　

孟
子
（
上
孟
）　

本
文
九
十
六
葉
。
表
紙
右
上
に
朱

筆
で
「
滕
文
公
上
／
滕
文
公
下
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
シ
ミ
も
あ

る
が
本
の
状
態
は
比
較
的
よ
い
。
書
き
入
れ
：
朱
点
（
全
体
で
は

な
い
）。
34a
に
朱
筆
で
「
錯
簡
」
と
あ
る
。

　

巻
十
二　

孟
子
（
下
孟
）　

本
文
百
五
十
三
葉
（
最
後
は
表
紙

と
く
っ
つ
い
て
お
り
ま
だ
は
が
せ
て
い
な
い
）。
表
紙
右
上
に
朱

筆
で
「
離
婁
上
／
離
婁
下
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
唯
一
題
箋
の
切

れ
端
が
残
る
（「
蒙
…
」）。
書
き
入
れ
は
な
し
。
上
部
に
虫
食
い

の
跡
あ
り
。
シ
ミ
の
跡
も
あ
り
。

　

巻
十
三　

孟
子
（
下
孟
）　

本
文
六
十
三
葉
。
表
紙
右
上
に
朱

筆
で
「
万
章
上
／
万
章
下
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
書
き
入
れ
：
朱

点
（
若
干
）。

　

巻
十
四　

孟
子
（
下
孟
）　

本
文
九
十
葉
。
表
紙
右
上
に
朱
筆

で
「
告
子
上
／
告
子
下
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
書
き
入
れ
：
朱
点

（
若
干
）。

　

巻
十
五　

孟
子
（
下
孟
）　

本
文
百
二
十
八
葉
（
最
後
の
二
葉

の
葉
数
は
破
損
で
見
え
な
い
）。
表
紙
右
上
に
朱
筆
で
「
尽
心
上

／
尽
心
下
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
書
き
入
れ
：
朱
点
（
前
半
は
多
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い
）。
裏
表
紙
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

＊
書
き
入
れ
を
見
る
と
、
ど
こ
が
読
ま
れ
て
い
た
の
か
わ
か
る
。

出
版
年
：
弘
治
甲
子
序
（
十
七
年
、
一
五
〇
四
年
）
が
あ
る
が
、

同
じ
版
本
だ
と
思
わ
れ
る
内
閣
文
庫
本
（
第
四
章
（
三
）
内
閣
文

庫
１
参
照
、
嘉
靖
丁
亥
（
一
五
二
七
年
）
林
希
元
序
、
崇
禎
八

年
出
版
許
可
書
が
あ
る
）
に
基
づ
け
ば
、
お
そ
ら
く
崇
禎
八
年

（
一
六
三
五
年
）
の
刊
本
。

印
記
：「
市
村
理
吉
氏
寄
贈
」
印
。「
郁
文
館
藏
書
信
」「
大
東
文

化
大
学
図
書
館
印
」（
消
印
あ
り
）。

書
き
入
れ
：
二
巻
裏
表
紙
裏
に
「
豊
之
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
日

本
人
の
「
豊
之
」（『
増
補
改
訂
漢
文
学
者
総
覧
』
に
見
え
な
い
）

が
点
を
切
っ
た
か
。（
読
点
に
当
た
る
の
は
字
の
真
下
に
、
句
点

に
当
た
る
の
は
字
の
右
下
に
あ
る
。）
朱
筆
で
点
。
そ
れ
以
外
に

評
点
（
圏
点
）
も
あ
り
。
人
名
に
縦
一
本
線
（
取
り
消
し
線
の
よ

う
に
）、
地
名
に
縦
一
本
線
（
字
の
右
、
上
論
六
巻
7b
）、
書
名
に

縦
二
重
線
（
取
り
消
し
線
の
よ
う
に
上
論
六
巻
14a
。
上
論
六
巻

118b
）。
印
刷
が
不
鮮
明
な
字
を
朱
筆
で
補
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

上
論
六
巻
76b
に「
説
得
好
矣
」と
い
う
書
き
入
れ
あ
り（
中
国
人
っ

ぽ
い
）（
下
孟
七
巻
38b
に
「
説
得
而
甚
好
」（
日
本
人
的
？
）、
39a

に
「
亦
甚
好
」
と
あ
り
。）。
桃
色
の
紙
を
貼
っ
て
い
る
箇
所
あ
り

（
現
代
で
言
う
と
附
箋
を
付
け
て
い
る
よ
う
な
も
の
？
）。
朱
筆
で

語
の
意
味
を
書
き
入
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

＊
ラ
ベ
ル
が
は
が
さ
れ
た
跡
お
よ
び
二
葉
表
欄
外
に
あ
る
算
用
数

字
八
桁
の
数
字
（
資
料
番
号
）
に
取
り
消
し
線
が
入
っ
て
い
る
の

は
、
今
回
の
廃
棄
処
分
の
形
跡
で
あ
る
。

　

書
誌
情
報
は
以
上
の
よ
う
だ
が
、
以
下
、
若
干
説
明
を
加
え
て

お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
欠
本
に
つ
い
て
で
あ
る
。
複
数
冊
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

古
籍
で
は
、
一
巻
目
だ
け
傷
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
一

巻
目
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
最
初
の
部
分

だ
け
読
ん
で
挫
折
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
が
主
な
原
因
だ

が
、
一
巻
の
冒
頭
に
目
次
な
ど
重
要
情
報
が
あ
り
手
に
取
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
本
書
で
、『
論
語
』
の
前
半
部
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
も
同

様
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
が
一
番
読
ま
れ
る
部
分
で
あ
り
、
誰

か
が
自
分
の
手
元
に
置
く
か
、
も
し
く
は
、
よ
く
読
ま
れ
て
い
る

中
で
紛
失
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、『
論
語
』
は
第
六
章
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の
雍
也
篇
あ
た
り
で
挫
折
す
る
人
が
多
か
っ
た
た
め「
雍
也
論
語
」

と
い
う
言
い
方
が
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
本
書
を
め
く
っ
て
書
き

入
れ
が
あ
る
箇
所
を
た
ど
れ
ば
、
こ
の
本
の
読
者
が
ど
の
部
分
が

読
ま
れ
て
い
た
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
研
究
対
象
の
一

つ
と
な
る
）。

　

次
に
、
蔵
書
印
に
つ
い
て
で
あ
る
。
蔵
書
印
は
所
蔵
者
を
表
す

も
の
で
あ
る
が
、
所
蔵
者
が
変
わ
る
ご
と
に
追
加
し
て
押
さ
れ
て

い
く
の
で
、
そ
の
本
の
所
蔵
者
の
変
遷
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
古
籍
に
お
い
て
は
重
要
な
情
報
で
あ
る（

６
（。

　

本
書
の
蔵
書
印
に
見
え
る
「
郁
文
館
」
と
は
現
在
の
茨
城
県
に

あ
っ
た
土
浦
藩
の
藩
校
の
郁
文
館
の
こ
と
で
あ
る
（
所
在
地
に
は

現
在
、
茨
城
県
立
土
浦
第
一
高
等
学
校
が
あ
る
）。
寛
政
十
一
年

（
一
七
九
九
年
）
に
開
校
し
た
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
）

の
廃
藩
置
県
の
際
に
廃
校
と
な
っ
た
。
こ
の
蔵
書
印
は
、
東
京
大

学
総
合
図
書
館
蔵
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
百
巻
目
録
二
巻
續
集

十
一
巻
別
集
十
巻
坿
考
異
』（
嘉
靖
十
一
年
（
一
五
三
二
年
）
序
、

南
葵
文
庫
（
紀
州
徳
川
家
））
に
も
見
え
る
（
図
４
）。
筆
者
も
実

見
し
た
が
同
一
印
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
（
図
５
）（
注
）。

な
お
、
こ
の
東
大
の
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
に
同
じ
印
が
あ

図４　東京大学総合図書館蔵『晦庵先生朱文公文集』冒頭部に見える印記
下から上に「璜川呉氏收藏圖書」「郁文館藏書信」「島田氏雙桂樓収藏」「南葵文庫」、
右に「東京帝國大學圖書印」。所蔵者がこの順番で変わっていったことがわかる。

＊
島
田
篁
村
。
名
重
礼
。
一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
八
月

二
十
一
日
没
、
年
五
十
八
。
江
戸
の
人
。
海
保
漁
村
・
安
積

艮
斎
門
。
昌
平
黌
助
教
と
な
り
、
後
越
後
村
上
藩
校
督
学
。

一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
東
京
大
学
教
授
。
明
治
漢
学
界
の
重

鎮
。（『
近
代
蔵
書
印
譜
』
に
よ
る
）
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る
ら
し
き
こ
と
は
東
大
の
蔵
書
検
索
の
書
誌
情
報
で
印
記
ま
で
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
お
か
げ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
先

に
重
要
情
報
と
述
べ
た
所
以
で
あ
る
）。
ま
た
、
特
筆
す
べ
き
は
、

東
大
総
合
図
書
館
に
お
い
て
は
、
こ
の
本
は
外
部
者
の
筆
者
も
予

約
な
し
に
閲
覧
・
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
大
東

文
化
大
学
と
の
違
い
の
大
き
さ
に
は
驚
く
ば
か
り
だ
。
大
東
文
化

大
学
も
、
研
究
に
便
宜
を
図
り
た
い
と
い
う
意
思
が
あ
る
な
ら
、

ま
ず
は
基
礎
的
な
書
誌
情
報
を
収
集
し
て
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。

図５　大東本『四書蒙印』（左）および東大本『晦庵先生朱文公文集』
（右）冒頭部に見える「郁文館藏書信」印　＊全く同じものである。

（注）平野喜久代『蔵書印集成』（東京大学出版会、一九七四年）
巻一 11 に見える（縦４㎝、横 1.8㎝）。
＜国立国会図書館編『人と蔵書と蔵書印』（雄松堂出版、
二〇〇二年）NO.262、p.266 には「郁文館」印の印影が見え、「郁
文館の旧蔵書は現在どこにあるのか不明である」と言う。大
東文化大学が蔵していた『四書蒙引』はその一部であり、蔵
書の散逸をたどる上で重要な史料である。
その他、京都大学付属図書館蔵『國朝諸老先生論語精義 10 巻』
も同様に、「郁文館藏書信」の印記がある（未確認）。
京都大学蔵『孟子集註大全』に見える「郁文館」の印は国
文学研究資料館 HP の蔵書印データベースで公開されている

（http://base1.nijl.ac.jp/infolib/meta_pub/detail）。東京大学農
学生命科学図書館蔵『斉民要術』にある「郁文館」印も同様
の印か？
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以
上
、
本
章
で
は
本
書
の
書
誌
情
報
を
紹
介
し
た
。
藩
校
・
郁

文
館
の
蔵
書
で
あ
っ
た
と
い
う
来
歴
か
ら
し
て
、本
『
四
書
蒙
引
』

が
保
存
価
値
が
あ
る
資
料
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

四
、『
四
書
蒙
引
』
に
つ
い
て

　

前
章
ま
で
は
、
歴
史
文
化
学
科
蔵
『
四
書
蒙
引
』
の
書
誌
情
報

を
中
心
に
述
べ
た
が
、
本
章
で
は
、『
四
書
蒙
引
』
が
ど
の
よ
う

な
本
で
あ
る
か
述
べ
た
い
。

　
『
四
書
蒙
引
』は
、朱
子
学
で
重
ん
じ
ら
れ
た『
大
学
』『
中
庸
』『
論

語
』『
孟
子
』
の
四
書
の
注
釈
書
で
あ
る
。「
蒙
引
」
と
い
う
書
名

に
は
、
初
学
者
を
導
く
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

作
者
は
明
の
蔡
清
（
一
四
五
三
～
一
五
〇
八
）、
字
は
介
夫
、

号
は
虚
斎
で
あ
る
。
福
建
省
の
出
身
で
、南
京
の
国
子
監
祭
酒（
最

高
学
府
の
長
官
）
ま
で
務
め
た
。『
四
書
蒙
引
』
以
外
に
、
五
経

の
一
つ
で
あ
る
『
易
経
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
易
経
蒙
引
』
な
ど

の
著
書
も
あ
る
。

　

全
國
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
見
れ
ば
、
現
在
日
本
に
は
明
本
だ

け
で
な
く
和
刻
本
の
『
四
書
蒙
引
』
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
『
四
書
蒙
引
』
が
日
本
で
広
く
読
ま
れ
た
証
左

と
言
え
よ
う
。

　

以
下
、
本
書
が
出
現
し
た
背
景
お
よ
び
（
日
本
で
も
）
盛
行
し

た
理
由
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

（
一
）
朱
子
学
に
つ
い
て

　

南
宋
に
朱
熹
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
朱
子
学
は
、
や
が
て
官
学

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、
朝
鮮
、
日
本
に
ま
で
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。
日
本
の
江
戸
時
代
に
広
く
学
ば
れ
た
儒
教
は
こ
の
朱
子

学
が
中
心
で
あ
っ
た
。
朱
子（
朱
熹
）は
、そ
れ
ま
で
の
五
経（『
易

経
』『
書
経
』『
詩
経
』『
礼
記
』『
春
秋
』）
に
加
え
、
四
書
（『
大

学
』『
中
庸
』『
論
語
』『
孟
子
』）
を
重
ん
じ
た
（
た
だ
し
『
大
学
』

『
中
庸
』
は
そ
れ
ぞ
れ
『
礼
記
』
の
一
篇
）。

　

官
吏
登
用
試
験
で
あ
る
科
挙
で
も
当
然
こ
の
四
書
が
重
ん
じ
ら

れ
た
。
四
書
は
朱
子
の
注
（
集
注
）
も
あ
る
が
、
よ
り
わ
か
り
や

す
い
注
釈
を
目
指
し
て
多
く
の
注
釈
書
が
出
版
さ
れ
た
。『
四
書

蒙
引
』も
そ
の
よ
う
な
科
挙
対
策
の
四
書
注
釈
書
の
一
つ
で
あ
る
。
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（
二
） 

明
人
の
注
釈
に
つ
い
て
―
そ
の
訓
詁
学
史
に
お
け

る
位
置

　

儒
教
の
経
典
の
注
釈
は
、
大
き
く
古
注
と
新
注
に
分
か
れ
る
。

　

古
注
と
は
、
儒
教
が
国
教
化
し
た
漢
代
か
ら
唐
代
ま
で
の
注
釈

を
指
し
、
訓
詁
に
優
れ
る
と
さ
れ
る
。
一
方
、
新
注
と
は
、
先
に

述
べ
た
宋
代
に
起
き
た
革
新
的
儒
教
・
朱
子
学
の
注
で
あ
り
、
訓

詁
を
軽
視
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
哲
学
的
解
釈
（
聖
人
の
意
図

を
読
み
解
く
こ
と
）
を
重
視
し
、
理
気
二
元
論
に
よ
る
説
明
な
ど

高
い
思
弁
性
を
そ
の
特
徴
と
す
る
。
朱
子
学
以
降
の
時
代
に
お
い

て
は
、
清
代
に
「
実
事
求
是
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
考
証
学
（
漢

の
学
問
を
復
興
し
よ
う
と
し
た
た
め
「
漢
学
」
と
も
呼
ば
れ
る
）

が
起
こ
り
、朱
子
学
の
意
図
的
解
釈
が
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
儒
教
の
解
釈
史
に
お
い
て
、
高
い
思
弁
性
を
発

揮
し
た
宋
学
と
綿
密
な
考
証
に
優
れ
た
清
朝
の
漢
学
の
間
に
位
置

す
る
「
明
学
」
は
、
訓
詁
学
上
の
評
価
は
高
く
な
い
。
思
弁
性
で

は
宋
学
に
及
ば
ず
、
清
の
学
問
の
よ
う
な
厳
密
性
も
な
い
、
い
わ

ば
中
途
半
端
な
取
る
に
足
り
な
い
注
釈
と
い
う
の
が
一
般
的
評
価

で
あ
る
。一
方
で
明
代
に
は
理
屈
を
重
視
す
る
朱
子
学
に
対
し
て
、

直
感
を
重
視
す
る
陽
明
学
が
起
き
た
。
明
代
に
は
、
こ
の
陽
明
学

の
影
響
も
あ
り
、
ま
た
科
挙
の
た
め
の
学
問
と
な
っ
た
影
響
も

あ
っ
て
か
、
朱
子
学
は
、
そ
の
生
気
を
失
い
、
陳
腐
な
注
釈
だ
け

が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
一
般
的
解
釈
で
あ
る
。

　

だ
が
、
明
代
の
儒
教
注
釈
書
は
江
戸
時
代
の
日
本
で
も
盛
ん
に

読
ま
れ
た（

７
（。

そ
れ
は
、
上
記
の
よ
う
な
理
由
で
読
み
や
す
い
（
通

俗
的
）
こ
と
が
大
き
い
理
由
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
当
然
、
江
戸
時

代
に
あ
っ
て
は
、
当
時
出
版
さ
れ
た
最
新
の
中
国
書
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
日
本
に
渡
っ
た
明
代
の
儒
教
注
釈
書
を
見
る
と
、内
容
・

形
式
の
両
面
に
お
い
て
そ
の
通
俗
性
を
確
認
で
き
る
。
内
容
に
お

い
て
は
、当
時
の
口
語
に
よ
る
解
説
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
り
す
る
。

形
式
に
お
い
て
は
、
注
釈
の
形
式
が
、
伝
統
的
「
注
」「
疏
」（
＝

注
の
注
）
形
式
だ
け
で
な
く
、
今
で
言
う
「
余
説
」「
解
説
」
に

当
た
る
様
々
な
注
釈
構
造
を
持
ち
、
わ
か
り
や
す
く
す
る
工
夫
が

さ
れ
て
い
る
。『
四
書
蒙
引
』
に
は
図
も
多
く
見
え
る（

８
（。

　

特
に
、
李
九
我
『
文
林
貫
旨
』
と
い
う
本
は
、
簡
潔
な
本
文
の

間
に
文
言
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
本
文
自
体
を
わ
か
り
や
す
い
漢

文
に
直
す
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
大
学
』
冒
頭
の
部

分
は
、「
大
学
之
道
〔
果
安
在
哉
。
其
〕
在
〔
察
識
拡
充
以
〕
明
〔
其
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本
〕
明
〔
之
〕
徳
〔
焉
〕」
と
な
っ
て
い
る
（〔　

〕
内
が
補
わ
れ

た
文
字（

９
（）。

現
代
日
本
語
に
訳
せ
ば
、「
大
学
の
道
は
〔
果
た
し
て

ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
明
確
に
認
識
し
そ
れ
を
拡

充
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
〕
明
〔
ら
か
な
〕
徳
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
あ
る
〔
の
だ
〕」
の
よ
う
に
で
も
な
ろ
う
。

　

ま
た
、
興
味
深
い
の
は
、
印
刷
に
も
通
俗
性
が
現
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
上
記
の
『
文
林
貫
旨
』
に
は
、
穷
（
窮
）、
圣
（
聖
）、

为
（
為
）、
办
（
辨
）、
过
（
過
）、无
（
無
）、
应
（
応
）、
观
（
観
）、

弃
（
棄
）、机
（
機
）、后
（
後
）、
择
（
択
）、
泽
（
沢
）、
义
（
義
）、

实
（
実
）、
虽
（
雖
）、
亲
（
親
）、
尽
、
时
（
時
）、
权
（
権
）
な

ど
の
現
代
の
簡
体
字
と
同
じ
略
字
が
見
え
る
。
本
『
四
書
蒙
引
』

で
も
「
得
」
が
さ
ん
ず
い
の
「
淂
」
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
（
間

違
い
で
は
な
く
俗
字
で
あ
る
）。
ま
た
、
印
刷
や
装
丁
も
い
か
に

も
雑
な
も
の
が
多
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
通
俗
性
は
、
正
統
的
儒
学
を
重
ん
じ
る
立
場
か

ら
は
価
値
が
低
い
も
の
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
な
ら
で
は
の
価
値
が

あ
る
。
例
え
ば
、
現
在
の
日
本
で
も
受
験
参
考
書
の
類
は
図
書
館

に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
後
世
、
当
時
の
教

育
を
確
認
す
る
上
で
は
貴
重
な
史
料
に
な
る
だ
ろ
う
。
同
様
に
、

当
時
の
中
国
お
よ
び
日
本
の
教
育
を
知
る
上
で
、
上
記
の
通
俗
的

科
挙
参
考
書
は
重
要
な
史
料
と
な
る
。
何
よ
り
、
広
く
読
ま
れ
て

い
た
と
い
う
点
は
重
要
だ
か
ら
で
あ
る

（
（1
（

。

　

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
は
、
中
国
で
軽
視
さ
れ
て
い
た
本
が
、
日

本
で
は
舶
来
の
本
と
し
て
、
後
生
大
事
に
保
存
さ
れ
、
今
と
な
っ

て
は
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

本
『
四
書
蒙
引
』
も
、
日
本
に
お
い
て
も
貴
重
書
と
し
て
保
管

す
る
価
値
が
あ
る
か
ど
う
か
は
議
論
の
余
地
は
あ
る
だ
ろ
う
。
一

昔
前
で
あ
れ
ば
そ
う
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
し
、
少
な
く

と
も
こ
の
書
を
貴
重
書
登
録
し
て
い
る
図
書
館
は
ほ
ぼ
な
い
は
ず

で
あ
る
。
た
だ
、
だ
か
ら
価
値
が
な
い
か
と
言
う
と
そ
う
で
は
な

い
こ
と
は
以
上
か
ら
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
で
あ
ろ
う
。

（
三
）『
四
書
蒙
引
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

　

本
章
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
四
書
蒙
引
』
は
現
在
、
日
本

の
多
く
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
東
大
学
図
書

館
所
蔵
図
書
に
お
い
て
も
、「
四
庫
全
書
」
の
中
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
（
図
８
、
参
考
文
献
参
照
）。
ま
た
、
大
東
文
化
大
学
図

書
館
に
は
、
和
刻
本
の
『
四
書
蒙
引
』
が
貴
重
書
と
し
て
所
蔵
さ
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れ
て
い
る
（
下
記
４
の
版
本
、
寛
永
十
三
年
刊
）。「
市
村
理
吉
氏

寄
贈
」
印
が
押
さ
れ
て
い
る
が
、
上
述
の
二
目
録
に
収
録
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、『
大
学
』
と
『
孟
子
』
だ
け
あ
り
、『
中
庸
』
と

『
論
語
』
は
な
い
（
計
十
二
冊
）。

　
『
四
書
蒙
引
』
の
テ
キ
ス
ト
を
確
認
す
る
た
め
、
以
下
、
国
立

公
文
書
館
内
閣
文
庫
お
よ
び
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
本

の
調
査
結
果
を
報
告
し
た
い

（
（（
（

。

内
閣
文
庫

　

内
閣
文
庫
に
は
数
本
見
え
る
。（
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

予
約
な
し
に
館
内
で
現
物
を
閲
覧
、
撮
影
す
る
こ
と
も
で
き
る
。）

（
図
６
）（
図
７
）

１
、四
書
蒙
引　

277-0044　

十
五
冊　

明
崇
禎
八
刊
（
一
六
三
五

年
）。
旧
高
野
山
釈
迦
文
院
蔵
書
。

＊
大
東
本
と
同
じ
刊
本
。た
だ
し
、縦
は
二
三
・
二
㎝
と
や
や
短
い
。

＊
〔
発
見
〕
も
と
の
表
紙
が
残
る
。（
焦
げ
が
あ
り
（
火
事
の
跡
）、

案
の
定
薄
い
紙
。）

＊
シ
ミ
の
跡
も
あ
る
。

＊
冒
頭
に
「
林
希
元
序
」（
嘉
靖
丁
亥
（
六
年
、
一
五
二
七
年
）

と
崇
禎
八
年
（
一
六
三
五
年
）
の
出
版
許
可
書
が
見
え
る
。
お
そ

ら
く
崇
禎
八
年
（
一
六
三
五
年
）
以
降
の
刊
本
で
あ
ろ
う
。

…
大
東
本
は
こ
れ
（
他
に
告
示
（
出
版
許
可
書
）
も
）
が
抜
か
れ

た
（
欠
落
し
た
）
の
で
あ
ろ
う
。

＊
書
き
入
れ
は
な
い
。

…
表
紙
が
焦
げ
て
も
シ
ミ
が
あ
っ
て
も
破
損
が
あ
っ
て
も
修
理
し

つ
つ
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
る
！

２
、四
書
蒙
引　

経039-001　

二
十
冊　

明
刊
本
。
旧
紅
葉
山
文

庫
。

二
五
・
六
×
一
六
㎝
。

序
の
匡
郭
：
二
〇
・
三
×
二
九
・
七
㎝
。

本
文
の
匡
郭
：
二
〇
・
二
×
二
九
・
七
㎝
、
毎
半
葉
十
行
、
一
行

二
十
四
字
。

＊
紙
、
印
刷
と
も
に
き
れ
い
。

３
、四
書
蒙
引　

277-0046　

十
四
冊
、明
刊
本
。
旧
林
羅
山
蔵
書
。

２
と
同
じ
刊
本
に
、
林
羅
山
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

二
六
×
一
五
・
八
㎝
（
匡
郭
は
２
に
同
じ
）。
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図７　内閣文庫蔵『四書蒙引』（左）と大東本『四書蒙引』（右）（ともに同じ明刊本）

＊内閣本には冒頭部に大東本にない林希元序および出版許可書が見える。

図６　内閣文庫蔵『四書蒙引』（大東本と同じ明刊本）

＊ 表紙がもともとの薄いもの。火災に遭った焦げ跡が見える。
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＊
書
き
入
れ
あ
り
。
大
東
本
と
比
べ
る
と
発
見
が
あ
る
か
も
。

４
、四
書
蒙
引　

277-045　

十
五
冊
、
寛
永
十
三
年
刊
本
（
和
刻

本
）。
旧
昌
平
坂
学
問
所
蔵
本
。

二
七
・
五
×
一
九
・
七
㎝
（
匡
郭
：
一
九
・
七
×
二
九
・
三
㎝
）。

277-0048

（
二
七
・
五
×
一
七
・
〇
㎝
）、277-0050

も
同
じ
和
刻
本
。

サ
イ
ズ
は
若
干
違
う
。

＊
２
の
明
刊
本
に
似
る
が
訓
点
が
刻
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
サ
イ
ズ

も
若
干
違
う
。
→
同
明
刊
本
を
も
と
に
作
ら
れ
た
和
刻
本
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

＊
内
題
の
後
に
「
南
京
国
子
監
祭
酒
蔡
清
著
／
巡
按
福
建
監
察
御

史
敖
鯤
重
訂
。」
と
あ
る
。

＊
大
東
文
化
大
学
所
蔵
の
和
刻
本
は
こ
の
版
本
で
あ
る
。（
大
学

と
孟
子
で
十
二
冊
と
同
じ
か
ど
う
か
確
認
し
た
い
。）
…
内
閣
文
庫

『
大
学
蒙
引
』
一
冊

『
孟
子
蒙
引
』
十
一
冊
（
九
上
下
（
孟
子
序
、
梁
恵
王
）、
十
上
下

（
公
孫
丑
）、
十
一
（
滕
文
公
）、
十
二
上
下
（
離
婁
）、
十
三
（
万

章
）、
十
四
（
告
子
）、
十
五
上
下
（
尽
心
））

　

以
上
の
よ
う
に
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
は
複
数
の
『
四

書
蒙
引
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
来
歴
が
明
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
書
を
江
戸
初
期
の
有
名
な
儒
者
・
林
羅

山
も
読
み
、
幕
府
の
文
庫
や
昌
平
黌
に
も
蔵
書
さ
れ
、
日
本
で
広

く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

　

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る『
四
書
蒙
引
』

は
和
刻
本
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
の
和
刻
本
と
同
じ
寛
永
十
三
年
刊

本
。

『
四
書
蒙
引
』
十
五
巻　

明
・
蔡
清
著
、
明
・
敖
鯤
重
訂
。

＊
サ
イ
ズ
は
明
本
よ
り
一
回
り
大
き
い
。
二
七
・
四
×
一
七
・
八
㎝

（
匡
郭
：
一
九
・
七
×
二
九
・
三
㎝
）。

＊
表
紙
に
「
東
方
文
化
学
院
」
の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

＊
巻
十
の
末
尾
に
「
弐
？
拾
用
？
之
内
／
羽
州
庄
内
清
川
村
／
齊

藤
治
兵
衛
」
と
い
う
見
せ
消
ち
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

＊
序
文
を
以
下
の
よ
う
に
正
す
が
正
し
い
か
？

蔡
清
序
1b
「
既
而
冗
中
翻
目
遺
之
。
至
京
…
」
→
「
既
而
因
冗
翻

自
遺
之
。
逮
至
京
…
」
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以
上
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
お
よ
び
東
京
大
学
東
洋
文
化

研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
四
書
蒙
引
』
の
報
告
を
し
た
。
内

閣
文
庫
に
複
数
の
テ
キ
ス
ト
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
来

歴
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
ま
た
、
特
筆
す
べ
き
は
、

両
機
関
と
も
、
貴
重
書
と
は
し
て
お
ら
ず
、
外
部
者
で
あ
る
筆
者

が
自
由
に
閲
覧
で
き
た（
内
閣
文
庫
に
お
い
て
は
撮
影
も
で
き
た
）

こ
と
で
あ
る
。
大
東
文
化
大
学
図
書
館
と
の
違
い
に
は
驚
く
ば
か

り
で
あ
る
。

（
四
）『
四
書
蒙
引
』
の
解
釈
の
例

　
『
四
書
蒙
引
』
は
、
朱
子
学
に
基
づ
き
、
朱
熹
の
『
四
書
集
注
』

や
科
挙
の
標
準
と
し
て
明
の
永
楽
十
三
年
（
一
四
一
五
年
）
に
完

成
し
た
『
四
書
大
全
』
の
説
を
引
い
て
、
そ
の
説
を
敷
衍
し
て
い

る
（
（1
（

（
図
８
）。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
説
を
絶
対
視
す
る
の
で
は
な
く
、

作
者
の
蔡
清
が
疑
問
を
感
じ
た
箇
所
に
は
、
自
ら
合
理
的
で
わ
か

り
や
す
い
解
釈
を
追
究
し
て
い
る

（
（1
（

。

　
『
論
語
』
に
は
、「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
、
人
に
施
す
こ
と
勿
か

れ
」
な
ど
、
格
言
と
し
て
今
の
日
本
で
も
人
口
に
膾
炙
す
る
文
句

が
多
い
。
た
だ
、
例
え
ば
「
遠
慮
」
な
ど
、『
論
語
』
に
由
来
す

る
が
現
在
の
日
本
語
の
意
味
が
原
文
と
は
異
な
っ
て
い
る
文
言
も

あ
る
。「
席
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
坐
せ
ず
」
も
そ
の
よ
う
な
文
言
の

一
つ
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
日
本
で
は
、「（
上
坐
、
下
坐
な
ど
）
し

か
る
べ
き
席
（
席
順
）
で
な
い
と
座
ら
な
い
」
の
よ
う
に
解
さ
れ

図８　『四書蒙引』の注釈の様子
（『景印文淵閣四庫全書』第二〇六冊）

＊ 章の名を挙げた後に、段下げして注釈本文がある。ただし、
画像は四庫全書本であり、以下に引く歴史文化学科蔵本と
は文字の異同がある。
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る
こ
と
が
あ
る
が
原
書
の
意
味
は
そ
う
と
も
限
ら
な
い
。

　

以
下
、『
四
書
蒙
引
』
が
わ
か
り
や
す
く
合
理
的
な
解
釈
を
求

め
た
例
と
し
て
、
郷
党
篇
の
「
席
不
正
不
坐
」
を
め
ぐ
る
議
論
を

紹
介
し
た
い
。

　

こ
の
文
句
の
古
注
の
解
釈
は
、「
席
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
坐
せ
ず
」

（
席
が
正
し
い
状
態
で
な
け
れ
ば
座
ら
な
い
）
で
あ
る

（
（1
（

。
そ
し
て
、

朱
子
の
新
注
も
、
こ
の
古
注
の
解
釈
を
引
き
継
ぐ
よ
う
だ

（
（1
（

。
正
し

さ
に
厳
格
に
拘
り
、
不
正
な
状
態
を
許
さ
な
い
朱
子
学
が
好
み
そ

う
な
解
釈
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、『
四
書
蒙
引
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

　

 

只
是
必
正
席
之
意
。
一
説
、
正
席
是
其
身
之
正
於
席
也
。
与
正

席
条
朱
子
小
註
及
曲
礼
之
言
不
合
。
只
做
泛
説
為
穏
、
不
必
葉

氏
註
。
〇
葉
氏
（
＊
『
四
書
大
全
』「
葉
氏
少
蘊
」
＝
葉
夢
得
）

謂
「『
南
郷
北
郷
以
西
方
為
上
（
＊
読
解
者
は
「
正
」
に
直
す
）』、

此
以
方
為
正
者
也
。『
有
憂
者
、
側
席
而
坐
。
有
喪
者
、
専
席

而
坐
』、
此
以
事
為
正
者
也
。」
此
蓋
是
外
意
、
然
亦
聖
人
之
所

謹
也
。
既
不
正
不
坐
、則
此
等
皆
所
不
苟
矣
。
本
文
元
未
及
此
、

須
要
主
一
。
〇
大
註
曰
「
聖
人
心
安
心
於
正
、
故
於
位
之
不
正

者
、
雖
小
不
処
」、
只
是
大
概
常
説
。
如
葉
註
云
々
、
却
是
「
不

得
其
醤
不
食
」
之
意
。（『
四
書
蒙
引
』
上
論
六
巻

114a
「
席
不
正

不
坐
」（
郷
党
篇
））

　

 

＊
四
庫
全
書
本
（
芟
一
条
二
十
九
文
字
）「
只
是
必
正
席
之
意
。

泛
説
為
穏
、
不
必
依
葉
氏
註
。　

葉
氏
謂
「『
南
郷
北
郷
以
西

方
為
上
』、
此
以
方
為
正
者
也
。『
有
憂
者
、
側
席
而
坐
。
有
喪

者
、
専
席
而
坐
』、
此
以
事
為
正
者
也
。」
此
蓋
是
外
意
、
然
亦

聖
人
之
所
謹
也
。
既
不
正
不
坐
、
則
此
等
皆
所
不
苟
矣
。
本
文

元
未
及
此
、
須
要
主
一
。」

　

 （
た
だ
必
ず
席
（
＊
座
席
の
敷
物
）
を
正
す
（
＊
き
ち
ん
と
座

る
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
一
説
に
、
席
を
正
す
と
は
、
そ
の

身
を
席
に
対
し
て
正
し
く
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
言
う
。〔
だ

が
、
同
じ
郷
党
篇
〕「
正
席
」
条
（
＊
「
君
賜
食
、
必
正
席
、

先
嘗
之
…
」）
の
朱
子
の
小
注
（
＊
「
食
恐
或
餕
餘
、故
不
以
薦
。

正
席
先
嘗
、
如
対
君
也
。
言
先
嘗
、
則
餘
当
以
頒
賜
矣
。」）
お

よ
び
〔『
礼
記
』〕
曲
礼
篇
の
言
と
合
わ
な
い
。
た
だ
一
般
的
な

こ
と
を
言
っ
た
と
と
ら
え
る
の
が
穏
当
で
、
必
ず
し
も
〔『
四

書
大
全
』が
引
く
〕葉
氏
の
注
の
よ
う
で
は
な
い
。
○
葉
氏（
＊

葉
夢
得
）は「〔『
礼
記
』曲
礼
上
篇
に
言
う
〕『
南
北
に
向
き
合
っ
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て
い
る
場
合
は
西
を
上
と
す
る
』は
方
角
を
も
っ
て
正
し
い〔
と

い
う
基
準
〕
と
す
る
も
の
で
あ
る
。〔『
礼
記
』
曲
礼
上
篇
に
言

う
〕『
憂
い
が
あ
る
者
は
、
席
に
斜
め
に
座
る
。
葬
儀
が
あ
っ

た
者
は
、
一
人
だ
け
で
座
る
』
は
事
柄
で
正
し
い
〔
と
い
う
基

準
〕
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
言
う
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
言
外

の
意
で
あ
る
が
、
だ
が
聖
人
が
謹
ん
だ
と
こ
ろ
で
も
あ
る
だ
ろ

う
。正
さ
な
け
れ
ば
座
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、こ
う
い
っ

た
こ
と
も
な
お
ざ
り
に
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。〔
だ
が
〕
本

文
で
は
も
と
も
と
そ
こ
ま
で
言
っ
て
い
な
い
の
で
注
意
す
べ
き

だ
。）
○
大
注
に
「
聖
人
は
心
が
正
し
い
状
態
に
落
ち
着
く
の

で
、
位
が
正
し
く
な
い
場
合
に
は
、
小
さ
い
こ
と
で
あ
っ
て
も

お
ら
な
い
（
身
を
置
か
な
い
）」
と
言
う
の
は
、
た
だ
、
一
般

論
で
あ
る
。
葉
氏
の
注
云
々
は「〔
同
じ
く
郷
党
篇
に
〕そ
の〔
適

当
な
〕
調
味
料
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
食
べ
な
い
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
（
＊
『
論
語
』
郷
党
篇
「
割
不
正
不
食
、
不
得
其
醤
不

食
。」）。

　

こ
こ
で
、
蔡
清
は
朱
子
や
『
四
書
大
全
』
の
言
う
「
聖
人
は
正

し
さ
に
拘
っ
た
」
と
い
う
説
を
一
般
論
と
し
て
認
め
つ
つ
も
、
こ

こ
の
解
釈
に
適
用
す
る
の
は
牽
強
付
会
だ
と
す
る
。
蔡
清
の
解
釈

で
は
「
席
―
今
の
座
席
で
は
な
く
座
布
団
の
よ
う
に
上
に
敷
く
も

の
―
を
整
え
て
か
ら
座
っ
た
」
と
い
う
意
味
で
、
善
悪
判
断
に
拘

り
、
悪
と
見
な
せ
ば
絶
対
に
座
る
こ
と
を
拒
否
し
た
と
い
う
意
味

と
解
す
る
の
は
誤
り
だ
と
す
る
。
訓
読
す
れ
ば
、「
席
正
さ
ざ
れ

ば
坐
せ
ず
」（
敷
物
を
整
え
て
か
ら
座
っ
た
）
と
な
ろ
う

（
（1
（

。
蔡
清

が
穏
当
か
つ
合
理
的
な
解
釈
を
好
み
、
理
想
的
聖
人
像
を
個
々
の

解
釈
に
適
用
す
る
教
条
的
解
釈
に
反
対
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
大
東
文
化
大
学
図
書
館
が
廃

棄
し
た
『
四
書
蒙
引
』
は
、
そ
の
本
の
性
質
、
来
歴
の
い
ず
れ
か

ら
し
て
も
所
蔵
す
る
価
値
を
有
す
る
資
料
で
あ
り
、
ま
た
、
廃
棄

せ
ざ
る
を
得
な
い
本
の
状
態
で
あ
っ
た
と
も
思
え
な
い
。
も
し
こ

の
資
料
の
状
態
に
問
題
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
収
蔵
さ
れ

る
時
点
で
す
で
に
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
後
、
一
切
見
ら
れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
り
、
よ
う

や
く
手
に
取
ら
れ
た
か
と
思
う
と
即
、
廃
棄
処
分
と
な
っ
た
の
で
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あ
る
。
こ
れ
で
は
本
の
墓
場
で
は
な
い
か
。

　

そ
も
そ
も
本
の
状
態
が
悪
か
っ
た
と
し
て
も
、
ま
ず
は
修
復
を

考
え
、
そ
れ
が
予
算
上
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
て
も
将
来
に
委
ね

る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
注
２
参
照
）。
今
後
、
こ
の

よ
う
な
安
易
な
廃
棄
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
切
に
願
う
。

　

本
稿
を
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
大
東
文
化
大
学
図
書
館
の
本

が
い
か
に
活
用
し
に
く
い
状
態
に
あ
る
か
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る

で
あ
ろ
う（
第
四
章（
三
）の
内
閣
文
庫
・
東
大
東
洋
文
化
研
参
照
）。

そ
れ
は
、
本
校
の
教
員
、
学
生
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
基
本
書

誌
情
報
も
公
開
し
て
い
な
い
こ
と
は
学
問
界
全
体
に
と
っ
て
も
問

題
で
あ
る
（
第
三
章
：
東
京
大
学
に
郁
文
館
蔵
書
を
発
見
で
き

た
の
は
同
図
書
館
の
詳
細
な
書
誌
情
報
公
開
の
お
か
げ
で
あ
る
）。

宝
の
持
ち
腐
れ
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
校
図
書
館

が
活
用
し
や
す
い
よ
う
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
基
本
的
な
書
誌
情

報
を
調
査
・
公
開
す
る
こ
と
は
社
会
に
対
し
て
の
責
務
で
あ
る
。

　

今
回
、
本
資
料
に
つ
い
て
基
礎
的
報
告
を
書
く
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
本
資
料
が
廃
棄
処
分
に
遭
っ
た
か
ら
と
い
う
の
は
皮
肉
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
廃
棄
処
分
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
き
ち
ん
と
研
究

で
き
る
状
態
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は

当
然
、
他
の
資
料
（
貴
重
書
登
録
さ
れ
て
い
る
本
、
お
よ
び
貴
重

書
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
本
）
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
こ
れ
ら
の

資
料
は
今
の
ま
ま
だ
と
活
用
が
難
し
い
が
、
活
用
の
便
を
図
れ
ば

本
稿
で
行
っ
た
よ
う
な
調
査
や
よ
り
深
い
研
究
が
可
能
に
な
る
。

本
校
図
書
館
は
図
書
を
公
開
し
利
用
を
促
進
し
文
化
に
寄
与
す
る

意
思
が
あ
る
の
か
ど
う
か
改
め
て
問
い
た
い
。

　

筆
者
が
一
番
心
配
な
の
は
、
温
度
・
湿
度
管
理
が
で
き
な
い
環

境
で
保
存
す
る
こ
と
に
な
る
こ
の
資
料
は
、
今
後
劣
化
は
免
れ
な

い
で
あ
ろ
う
こ
と
だ
（
研
究
室
や
個
人
で
保
管
さ
れ
て
い
る
和
本

が
知
ら
な
い
間
に
無
残
な
虫
食
い
に
会
っ
た
例
を
い
く
つ
も
目
に

し
て
き
た

（
（1
（

。）。
筆
者
は
、
本
書
は
、
本
校
の
財
産
と
し
て
、
世
間

に
公
開
で
き
る
形
で
、
し
か
る
べ
き
環
境
で
保
存
さ
れ
続
け
る
べ

き
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。戻
す
機
会
が
あ
れ
ば
そ
う
し
た
い
。

　

た
だ
、
不
幸
中
の
幸
い
、
本
歴
史
文
化
学
科
に
お
い
て
本
資
料

が
自
由
に
活
用
で
き
る
状
態
を
無
駄
に
せ
ず
、
本
学
科
に
お
い
て

教
材
と
し
て
有
効
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
祈
る
。
本
稿
で
明
ら
か
に

し
た
よ
う
な
書
誌
を
確
認
す
る
材
料
と
し
て
使
う
こ
と
も
で
き
る

し
（
（1
（

、『
論
語
』
の
注
釈
と
し
て
読
み
や
す
い
も
の
な
の
で
訓
詁
の

実
例
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
第
四
章
（
四
）
参
照
）
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と
考
え
る
。

注（
１
）
大
東
文
化
大
学
図
書
館
で
は
、
和
綴
じ
本
は
軒
並
み
貴
重
書
と
分

類
す
る
な
ど
、
貴
重
書
の
分
類
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
（
こ
れ
が
私

の
個
人
的
意
見
か
ど
う
か
は
他
の
図
書
館
の
基
準
と
比
べ
る
と
明
ら
か

に
で
き
る
で
あ
ろ
う
）。
ま
た
、
そ
の
貴
重
書
あ
る
い
は
準
貴
重
書
の

閲
覧
の
制
限
が
厳
し
く
、
学
内
の
教
員
で
あ
っ
て
も
自
由
に
図
書
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
書
庫
の
立
ち
入
り
を
含
め
、
図
書
閲
覧
の

便
を
向
上
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
図
書
館
の
意
義
は
、
図
書
の
保

管
と
閲
覧
の
便
の
提
供
に
あ
る
だ
ろ
う
が
、
本
校
図
書
館
の
任
務
は
後

者
に
重
き
を
置
く
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

（
２
）
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
史
料
ネ
ッ
ト
）
で
、
破
損
資
料
へ

の
基
本
的
な
対
処
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

一
九
九
五
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、
被
災
地
で
の
歴
史
資
料
の
救

出
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
六
日
放
送
の
「
日

曜
美
術
館
」
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
た
）。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
損
壊

し
た
か
ら
と
言
っ
て
何
よ
り
ま
ず
捨
て
な
い
で
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

（
３
）『
四
為
斎
文
庫
目
録
』（K

C3354

）
の
書
誌
情
報

 

二
三
・
七
×
一
七
㎝
。

 

〔
表
紙
〕
外
題
「
四
為
斎
文
庫
目
録
」「
昭
和
七
年
八
月
」
印
「
□
□
」。

 

＊
末
尾
に
「
昭
和
六
年
度
ヨ
リ
写
了
」
と
あ
る
。

 

・
内
表
紙
「
吉
田
英
厚
」「
四
為
斎
文
庫
／
市
村
理
吉
」

 

・
版
心
（
柱
）
に
「
四
為
斎
」
と
あ
る
専
用
に
印
刷
さ
れ
た
和
紙
の
用

箋
五
十
五
葉
に
き
ち
ん
と
分
類
さ
れ
て
書
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
冒

頭
に
四
書
類
が
並
ん
で
い
る
が
『
四
書
蒙
引
』
は
見
え
な
い
。
41b-

42a

に
「
四
為
斎
文
庫
書
目
」
が
、
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
見
え
る
。
第

五
号
に
は
六
年
度
、
第
六
号
に
は
昭
和
七
年
度
と
あ
る
。
理
吉
が
同
書

目
を
随
時
補
訂
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
４
）『
四
為
斎
文
庫
書
目
』（K

C3420

）
の
書
誌
情
報

 

一
八
×
一
三
㎝
。

 

〔
表
紙
〕
外
題
「
四
為
斎
文
庫
書
目
」「
昭
和
十
八
年
八
月
」
印
「
□
□
」

「
吉
田
英
厚
」「
四
為
斎
文
庫
／
市
村
理
吉
」

 

・
手
書
き

 

・
辞
書
類
が
最
初
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
き
ち
ん
と
し
た

分
類
な
し
に
、
書
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
書
名
の
下
に
数
字
が
あ
る

の
は
巻
数
ら
し
い
。

 

・
28a
？
（
葉
数
は
ふ
ら
れ
て
い
な
い
）
に
「
四
書
蒙
引　

蔡
虚
斎　

二
十
」
と
あ
る
。

（
５
）
和
綴
じ
本
は
線
装
本
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
線
と
は
糸
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
糸
は
ほ
つ
れ
る
と
随
時
綴
じ
直
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
傷
ん

で
い
る
表
紙
が
替
え
ら
れ
た
り
、
上
部
（
多
く
の
和
本
で
は
書
き
入
れ

用
の
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
）
が
切
り
そ
ろ
え
ら
れ
た
り
し
た
。
和

綴
じ
本
は
随
時
、
部
分
補
修
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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（
６
）
現
代
人
の
目
か
ら
見
れ
ば
書
籍
を
傷
つ
け
る
行
為
に
思
わ
れ
そ
う

だ
が
、
中
国
、
日
本
の
書
籍
で
は
所
蔵
者
が
書
籍
入
手
後
、
蔵
書
印
を

押
す
習
慣
が
あ
っ
た
（
た
だ
今
で
も
図
書
館
の
蔵
書
印
は
押
さ
れ
て
い

る
）。
一
般
に
、
古
い
蔵
書
印
が
下
に
、
新
し
い
蔵
書
印
が
上
に
向
か
っ

て
押
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
蔵
書
印
は
そ
の
テ
キ
ス

ト
の
来
歴
を
確
認
す
る
上
で
重
要
な
情
報
で
あ
る
。

（
７
）
朱
子
学
を
標
榜
し
て
い
た
大
阪
の
懐
徳
堂
の
儒
者
も
多
く
明
人
の

注
釈
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
藤
居
岳
人
『
懐
徳
堂
儒
学

の
研
究
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
）
第
三
部
第
一
章
「
中

井
竹
山
の
経
学
研
究
」
な
ど
）。

（
８
）
図
が
見
え
る
箇
所
。
中
三
28a
（
喜
怒
図
）、
中
四
4b-

5a
（
周
大
袷

図
）、
上
論
94b,

96b
巻
六
94b
（
賓
？
図
）、
巻
六
96b
（
棖
闑
図
）、
上
孟

九
117a
（
明
堂
太
廟
、太
廟
太
室
）、上
孟
十
48a,

61
（
破
れ
あ
り
）,

132
（
破

れ
た
切
れ
端
が
挟
ま
っ
て
い
る
）、
上
孟
十
一
15a-

16b
、
50b-

51a
、
下

孟
十
二
16a-

17a
（
五
音
相
生
之
図
、三
分
損
益
之
図
、隔
八
相
生
之
図
）。

 

　

ち
な
み
に
、
蔡
清
に
は
、『
四
書
図
史
合
攷
』
と
い
う
著
作
も
あ
る

（
国
会
図
書
館
に
寛
文
九
年
和
刻
本
あ
り
）
。
＊
巻
六
内
題
に
「
明
晋

江　

蔡
清
虚
斎　

輯
」
と
あ
る
。

 

巻
七
2b-

3a
八
佾
楽
舞
之
図
、
巻
八
7b
瑚
璉
図
、
巻
十
5a
籩
豆
図
、

巻
二
十
二
10a
旌
図
、
旃
図
（
18a-

b　
割
烹
…
文
の
み
）
…
『
四
書

蒙
引
』
下
孟
十
三
巻
57b
に
も
あ
り
。
巻
二
十
三
2a
巵
図
。

（
９
）
こ
の
よ
う
な
注
釈
は
日
本
で
も
作
ら
れ
た
。
例
え
ば
、『
書
経
』
を

書
き
換
え
た
中
井
履
軒
『
典
謨
接
』
や
河
田
迪
斎
（
佐
藤
一
斎
の
養
子
）

『
書
経
挿
解
』（
弘
化
三
年（
一
八
四
六
））が
あ
る
。
中
国
の
も
の
で
は
、

民
国
二
〇
年
（
一
九
三
一
）
に
出
版
さ
れ
た
李
珮
精
『
四
書
串
釈
』
も

同
様
の
形
式
を
採
用
し
て
い
る
。

（
10
）
儒
者
の
思
想
を
分
析
す
る
場
合
、
朱
子
学
か
陽
明
学
か
、
は
た
ま

た
清
代
の
考
証
学
的
か
と
い
う
視
点
で
分
析
し
、
こ
の
ど
れ
か
に
分
類

し
た
り
、
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な
い
点
は
そ
の
儒
者
の
特
徴
だ
と
判
断

し
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
実
は
こ
の
よ
う
な
明
代
の
注
釈
書
の
影
響

が
大
き
い
こ
と
は
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
注
釈
に

は
は
っ
き
り
し
た
特
徴
を
出
せ
な
い
の
で
、
研
究
と
し
て
見
栄
え
の
す

る
も
の
に
な
ら
な
い
の
で
現
代
の
研
究
で
は
取
り
上
げ
る
こ
と
が
少
な

い
の
で
あ
る
。

（
11
）『
四
書
蒙
引
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
王
素
琴
『
蔡
清
及
其

『
四
書
蒙
引
』
研
究
』（
台
中
教
育
大
学
語
文
教
育
学
系
〈
博
士
論
文
〉、

二
〇
一
九
年
）
第
四
章
第
二
節
に
詳
し
く
述
べ
る
。

（
12
）『
四
書
蒙
引
』
に
お
い
て
、「
大
註
」「
小
註
」
と
書
か
れ
て
い
る
の

は
、そ
れ
ぞ
れ
『
四
書
集
注
』
の
注
と
『
朱
子
語
類
』
の
引
用
を
指
す
。

『
四
書
大
全
』
に
お
い
て
、
朱
子
の
説
が
、『
四
書
集
注
』
の
注
は
大
き

な
字
で
、『
朱
子
語
類
』
の
引
用
は
小
さ
な
字
で
表
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
基
づ
く
。

（
13
）
王
志
瑋
「「
蔡
清
『
四
書
蒙
引
』
的
治
経
態
度
―
以
『
大
学
蒙
引
』

的
詮
釈
為
例
」（『
東
亜
漢
学
研
究
』
第
十
号
、
東
亜
漢
学
研
究
学
会
、
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二
〇
二
〇
年
）は
、『
四
書
蒙
引
』が『
四
書
大
全
』を
補
う
挙
業
の
書（
科

挙
対
策
の
書
）
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、『
四
書
大
全
』
の
誤
り
を
指

摘
す
る
な
ど
一
家
言
を
有
す
る
書
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
注
10
に
先
行

研
究
の
紹
介
が
あ
る
。

（
14
）
例
え
ば
、『
論
語
注
疏
』（
魏
の
何
妟
の
集
解
（
古
注
）
と
、
そ
れ

に
対
す
る
宋
の
邢
昺
の
疏
（
注
の
注
）
が
ま
と
め
ら
れ
た
書
、
古
注
の

集
大
成
）
の
疏
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

 

「
此
明
坐
席
及
飲
酒
之
礼
也
。
凡
為
席
之
礼
、
天
子
之
席
五
重
、
諸
侯

之
席
三
重
、
大
夫
再
重
。
席
、
南
郷
北
郷
、
以
西
方
為
上
、
東
郷
西
郷
、

以
南
方
為
上
。
如
此
之
類
、是
礼
之
正
也
。
若
不
正
、則
孔
子
不
坐
也
。」

（
こ
れ
は
座
席
と
飲
酒
の
礼
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
お
よ
そ
座
席
の

礼
は
、
天
子
の
席
（
敷
物
）
は
五
重
で
、
諸
侯
の
席
は
三
重
で
、
大
夫

は
二
重
で
あ
る
。
席
が
南
北
に
向
き
合
っ
て
い
る
場
合
は
西
が
上
に
な

り
、
東
西
に
向
き
合
っ
て
い
る
場
合
は
南
が
上
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な

類
が
礼
の
正
し
さ
で
あ
る
。
も
し
正
し
く
な
け
れ
ば
、
孔
子
は
座
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。）
…
「
座
席
の
様
子
が
正
し
く
な
け
れ
ば
座
ら
な

い
。」

 

ち
な
み
に
、「
席
、南
郷
北
郷
、以
西
方
為
上
、東
郷
西
郷
、以
南
方
為
上
」

は
『
礼
記
』
曲
礼
上
篇
に
見
え
る
。
経
書
解
釈
に
お
い
て
は
、
経
典
の

文
句
が
そ
の
証
拠
と
し
て
多
数
引
用
さ
れ
る
。

（
15
）
朱
熹
『
論
語
集
注
』：「
謝
氏
曰
、「
聖
人
心
安
於
正
、
故
於
位
之
不

正
者
、
雖
小
不
処
。」」（
謝
氏
は
「
聖
人
の
心
は
正
し
い
状
態
に
安
ん

じ
る
の
で
、位
が
正
し
く
な
い
場
合
に
は
、ち
ょ
っ
と
し
た
誤
り
で
あ
っ

て
も
座
ら
な
い
」）
…
「
身
分
不
相
応
な
席
に
は
座
ら
な
い
。」

（
16
）
こ
の
説
は
、
後
に
清
の
劉
宝
楠
が
唱
え
た
（『
論
語
正
義
』
巻
十
三

「（
席
が
座
席
に
置
く
敷
物
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
上
で
）
不
正
者
、

謂
設
席
有
所
移
動
偏
斜
也
。
…
凡
坐
時
、
皆
有
正
席
之
礼
。
夫
子
於
席

之
不
正
者
、
必
正
之
而
後
坐
也
（
不
正
と
は
敷
物
が
移
動
し
斜
め
に

偏
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
…
お
よ
そ
座
る
時
に
は
、
み
な
敷
物
を
整

え
る
礼
が
あ
る
。
孔
子
も
敷
物
が
整
っ
て
い
な
い
と
き
に
は
、
必
ず
整

え
て
か
ら
座
っ
た
の
で
あ
る
。）」）。
現
代
の
碩
学
・
吉
川
幸
次
郎
氏
も

こ
の
説
に
賛
同
し
て
い
る
（
吉
川
幸
次
郎
『
論
語
』
上
（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
八
四
年
）
三
四
四
頁
）。

（
17
）「
五
井
蘭
洲
著
『
茗
話
』
に
お
け
る
未
翻
刻
部
分
の
存
在
に
つ
い
て
」

（『
大
阪
府
立
大
学
高
専
紀
要
』
第
五
〇
巻
、
大
阪
府
立
大
学
工
業
高
等

専
門
学
校
、
二
〇
一
六
年
）
で
は
、
大
阪
大
学
文
学
部
国
文
科
が
購
入

し
た
（
他
の
現
存
テ
キ
ス
ト
に
は
な
い
貴
重
な
中
巻
を
有
す
る
）
五
井

蘭
洲
著
『
茗
話
』
が
、
虫
食
い
に
よ
る
破
損
で
多
く
の
部
分
が
解
読
不

能
な
状
態
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
他
、「
水
田
紀
久
先
生
蔵

『
東
征
帖
』」（『
江
戸
期
の
漢
文
遊
記
の
研
究
―
懐
徳
堂
を
中
心
に
』（
平

成
22
～
24
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、二
〇
一
三
年
）

所
収
）
で
は
、
贋
作
で
は
あ
る
（
こ
れ
も
場
合
に
よ
っ
て
は
研
究
対
象

も
し
く
は
研
究
の
参
考
に
な
る
）
が
『
東
征
帖
』
と
い
う
資
料
が
こ
れ

ま
た
虫
食
い
に
よ
り
破
損
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
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（
18
）
現
在
の
原
稿
用
紙
の
起
源
で
あ
る
和
本
の
用
箋
の
様
子
（
葉
（
丁
）

表
裏
（
ａ
ｂ
）
と
い
う
頁
の
数
え
方
な
ど
）、帙
の
目
的
（
本
来
は
ペ
ー

パ
ー
バ
ッ
ク
状
態
の
和
綴
じ
本
を
守
る
た
め
、
丈
夫
な
和
刻
本
で
は
要

ら
な
い
と
も
言
わ
れ
る
）
や
そ
の
問
題
点
（
特
に
四
方
が
囲
ま
れ
た
も

の
だ
と
か
え
っ
て
虫
が
湧
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
）、
和
綴
じ
本
は
本

来
横
積
み
す
べ
き
こ
と
（
そ
の
た
め
書
名
が
わ
か
る
よ
う
に
小
口
書
き

が
書
か
れ
た
こ
と
）
な
ど
、和
綴
じ
本
の
基
本
知
識
は
ぜ
ひ
教
え
た
い
。
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漢
学
捷
径
』（
東
亜
堂
書
房
、
一
九
一
〇
年
）

　

＊ 

一
五
二
頁
に
以
下
の
朱
引
き
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。（
す
べ

て
本
稿
で
紹
介
し
た
テ
キ
ス
ト
の
書
き
入
れ
に
見
え
る
。）

　
　
　

 

地
名
：
右
に
単
線
、
国
名
：
右
に
双
線
、
人
名
：
中
央
に

単
線
、
官
名
：
左
に
単
線
、

　
　
　

 

書
名
：
中
央
に
復
線
（
二
重
線
）、
年
号
：
左
に
復
線
（
二

重
線
）。

　
　

 「
右み

ぎ
と
こ
ろ所

、
中な

か

は
人
の
名
、
左ひ

だ
り
か
ん官

、
中ち

ゅ
うに

は
書
の
名
、
左さ

に
は

年
号
。」

　
　

 

cf.
中
国
の
傍
線
は
、
人
名
・
地
名
に
は
右
に
単
線
、
書
名
に

は
、
右
に
波
線
を
引
く
。

•
 

王
素
琴
「
蔡
清
及
『
四
書
蒙
引
』
研
究
」（
国
立
台
中
教
育
大

学
語
文
教
育
系
博
士
論
文
、
二
〇
一
九
年
）

•
 

王
志
瑋
「「
蔡
清
『
四
書
蒙
引
』
的
治
経
態
度
―
以
『
大
学
蒙
引
』

的
詮
釈
為
例
」（『
東
亜
漢
学
研
究
』
第
十
号
、
東
亜
漢
学
研
究

学
会
、
二
〇
二
〇
年
）

　

＊ 

『
四
書
蒙
引
』
が
『
四
書
大
全
』
を
補
う
挙
業
の
書
（
科
挙
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対
策
の
書
）
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、『
四
書
大
全
』
の
誤

り
を
指
摘
す
る
な
ど
一
家
言
を
有
す
る
書
で
あ
る
と
評
価
す

る
。
注
10
に
先
行
研
究
の
紹
介
が
あ
る
。『
四
書
蒙
引
』
の

テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

•
 

『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
二
〇
六
冊
「
経
部
二
〇
〇
・
四
書

類
」（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
三
～
八
六
年
）

　

＊ 

『
四
書
蒙
引
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
蔡
清
原
本

と
は
文
字
の
異
同
が
あ
る
（
図
８
参
照
）。


